
 

２．財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期会計期間末における連結ベースの総資産額は、前年度末比２兆 1,058 億円減少し 117

兆 5,314 億円となりました。また、純資産額は前年度末比１兆 4,912 億円増加の６兆 1,030 億円となり

ました。そのうち株主資本は、６月と７月に実施した新株式の発行のほか、中間純利益の計上等により、

前年度末比 9,680 億円増加し３兆 5,672 億円となっております。 

主要な勘定残高としましては、預金が前年度末比 3,985 億円増加し 75 兆 9,680 億円となり、貸出金

は同 5,792 億円減少し 64 兆 5,562 億円となりました。このうち、三井住友銀行単体の貸出金は、海外

での慎重なアセット運営や中国拠点の現地法人化の影響等により、前年度末比１兆 3,426 億円減少し

58 兆 8,987 億円となっております。 

また、連結ベースの金融再生法に基づく開示債権の残高は、前年度末比 694 億円増加の 1 兆 7,226

億円となりました。不良債権比率は前年度末比 0.11％増加して 2.39％となっておりますが、引続き低

い水準を維持しております。 

 
 
 
３．業績予想に関する定性的情報 

連結業績予想につきましては、一部子会社、持分法適用会社が与信関係費用の増加等を主因に、予

想比若干の減益となりましたことから、平成21年５月15日公表の予想数値を次のとおり修正しており

ます。 

 経常収益  ３兆1,000億円（前回公表比 3,000億円減収） 

 経常利益    4,900億円（前回公表比  200億円減益） 

 当期純利益   2,200億円 

また、個別業績予想につきましても、次のとおり修正しております。 

 営業収益    1,300億円 

 営業利益    1,150億円（前回公表比   50億円減益） 

 経常利益     950億円（前回公表比    50億円減益） 

 当期純利益    800億円（前回公表比  200億円減益） 

 
 
 

４．その他 

期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

期中における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動（新規 1 社）の詳細は、以下のとおりであり

ます。 

 

 

 

 

 

名称 住所 資本金の額 主要な事業の内容 議決権の所有割合

SMFG Preferred
Capital JPY 3
Limited

英領ケイマン諸島 347,300百万円
その他事業
（金融業）

100%

（注）資本金の額は、単位未満を切り捨てて表示しております。
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